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について
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NBDCパンフレット
https://biosciencedbc.jp/about-
us/files/NBDC_pamphlet202006.pdf



JDARNについて

1. 研究データ利活用協議
会(RDUF)の小委員会
（現在は部会）として
スタート

2. 国内にあるデータリポ
ジトリの信頼性を国際
的に期待されている水
準に高める。

3. データリポジトリへの
要求の多様化に対し、
共通の課題を議論する。

4. データリポジトリコ
ミュニティを作る。
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よりよい研究データ
管理と運営がわかる
専門家集団を目指し
ています。

現在のメンバーは約25名



仲間を募集しています

• JDARNでは各分野のリポジトリ関係者が集まって様々な
議論を重ねています。
• 地球観測
• 環境
• 情報
• 物質・材料
• 生命科学
• 海洋
• 情報通信
• 地質

•分野リポジトリの運営に関心があれば、ぜひJDARNに参
加しませんか。
• JDARNに参加するには、まず下記フォームからRDUFに入会を
申し込み、希望する小委員会として「ジャパン・データリポジ
トリ・ネットワーク(Japan Data Repository Network : 
JDARN)」を指定してください。
https://form.jst.go.jp/enquetes/rduf_Subcommittee_participation

•既にRDUF入会済の方は、
下記アドレスまでご連絡ください。
rd-repository@mr.jst.go.jp
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https://form.jst.go.jp/enquetes/rduf_Subcommittee_participation
mailto:rd-repository@mr.jst.go.jp


これまでの主な活動

1. 2017年10月: 
「国内の分野リポジトリ関係者のネットワーク構築」小委員会とし
て設立

2. 2017年12月:
CoreTrustSeal(CTS)を使ったセルフアセスメントを試みるワーク
ショップを開催

3. 2018年2月～9月:
CTSの日本における適用可能性を議論
⇒データリポジトリに要求される項目を「アイテム」としてCTSか
ら抽出

4. 2018年10月: 
「ジャパンデータリポジトリネットワーク(JDARN)」小委員会と
して再始動

5. 2018年10月～2019年3月:
上記「アイテム」を基に「研究データリポジトリ整備・運用ガイ
ドライン」として必要な内容を整理・議論（以降のページで説明）

6. 2019年4月～:
リポジトリ関連の勉強会やミーティング等
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これまでに作成したJDARNの成果物は、
https://japanlinkcenter.org/rduf/about/index.html#s004_0

から公開しています。

https://japanlinkcenter.org/rduf/about/index.html#s004_0


研究データリポジトリ整備・
運用ガイドライン

1. 研究データの保存・公開とデータリ
ポジトリの整備・運用

2. 研究データリポジトリの定義及び役割

3. FAIR原則

4. 信頼できる研究データリポジトリの整
備・運用に関する要件

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/guideline.pdf
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JDARNで作成した原案が採用され、2019年3月に
内閣府「国際的動向を踏まえたオープンサイエンス
の推進に関する検討会」 の文書として発行

• 2018年10月：上記検討会（第７回）で途中経過を発表
https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/7kai/7kai.html

• 2018年12月：内閣府と合同でワークショップを開催

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/guideline.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kokusaiopen/7kai/7kai.html


研究データリポジトリ整備・
運用ガイドライン作成に向け
ての議論
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データリポジトリの分類
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Mendeley, Dryad,  
Figshare…

GenBank, 
wwPDBなど

NGDC, 
PANGAEA
など

・・・

データリポジトリ

汎用リポジトリ

機関リポジトリ 各大学等

分野リポジトリ 生命科学

地球科学

社会科学 SSJDAなど



データリポジトリの信頼性
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信頼性

Content

データ品質

Container

組織、人材、情報システムなど

FAIR原則 CoreTrustSeal TRUST原則

2017年9月、ICSU World Data System
とData Seal of Approval が、データリポ
ジトリの認証としてCoreTrustSealを開始

JDARNで

議論したい
のはここ



CTSを使ったセルフアセスメント
（第5回CODHセミナー）

1. 2017年12月、国内の
主要研究データリポ
ジトリの関係者を集
めて開催。

2. 実際にセルフアセス
メントを行ってみる
と、CTSは日本の実
情に適合しないとい
う印象を強く持った。

3. 日本の実情に合った
リポジトリ改善の検
討を開始。
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第5回CODHセミナー
信頼できるデータリポジトリ
～CoreTrustSeal認証に関する実践的情報
共有の場～
http://codh.rois.ac.jp/seminar/coretrustseal-20171204/

http://codh.rois.ac.jp/seminar/coretrustseal-20171204/


CTSの要件

◼ Organizational Infrastructure
• R1. Mission/Scope
• R2. Licenses
• R3. Continuity of access
• R4. Confidentiality/Ethics
• R5. Organizational infrastructure
• R6. Expert guidance

◼ Digital Object Management
• R7. Data integrity and authenticity
• R8. Appraisal
• R9. Documented storage procedures
• R10. Preservation plan
• R11. Data quality
• R12. Workflows
• R13. Data discovery and identification
• R14. Data reuse

◼ Technology
• R15. Technical infrastructure
• R16. Security
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https://www.coretrustseal.org/wp-content/uploads/2017/01/Core_Trustworthy_Data_Repositories_Requirements_01_00.pdf

1. 構造化されてはいる
が、各要件の間には
重複もある。

2. 基本的な考え方を理
解しないと、要件は
あまりに抽象的に見
える・・・

3. データの保存に重点
が置かれており、使
い勝手は重視されて
いないように見える。

https://www.coretrustseal.org/wp-content/uploads/2017/01/Core_Trustworthy_Data_Repositories_Requirements_01_00.pdf


リポジトリ改善のための
検討の流れ
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1. CTS要件の理解

CTS要件を読み、その背後にあるコンセプトまで理解する。

2. 実現可能な「アイテム」の抽出

抽象的なCTS要件をブレークダウンして、ポリシーやマニュア
ルなどのドキュメントや、スタッフのジョブロールなど具体的
で実現可能な「アイテム」を抽出する。

3. 「アイテム」の再構成とガイドラインの作成

現状の日本のリポジトリ運営組織に適合する形で「アイテム」
を再構成し、リポジトリを改善するためのアクション提案を行
うガイドラインを作成する。



リポジトリの整備・運用に
必要と考えられるドキュメント

1. ミッションステートメント

2. 長期運営計画

3. 終了計画

4. リポジトリシステム仕様

5. データ保存ポリシー

6. データ開示ポリシー

7. 個人情報取り扱いポリシー

8. データコレクションポリ
シー

9. 調達契約

10.データ提供者との契約文書

11.データ利用者との契約文書

12.アドバイザリー報告書

13.データ管理マニュアル

14.データキュレーションマ
ニュアル

15.障害復旧マニュアル
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ドキュメントと
ジョブロールのマッピング
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ドキュメント番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

責任者・運営委員会

企画担当者

調達担当者

ポリシー作成者

外部アドバイザー（分野専門家他）

外部アドバイザー（法律専門家他）

契約担当者

データ開示管理者

個人情報管理者

データ受入担当者

データ品質管理者

メタデータ管理者

データキュレーター

データ提供担当者

リポジトリ利用解説者

設備管理者

システム担当者

ハードウェア管理者

ネットワーク管理者

セキュリティ担当者

スタッフ教育担当者

広報担当者



信頼できる研究データリポジトリの整
備・運用のために必要なもの
⇒ガイドラインとしてまとめ
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運営組織
1.ミッション
2.オペレーション
3.計画立案
4.ポリシー策定

情報インフラ
1. 情報基盤
2. データ管理システム
3. データバックアップシステム
4. データ検索システム

人的基盤
1.日々の業務
2.スキルと経験
3.配置と育成

今後の課題



研究データ専門家としての
RDM人材の課題

1. リポジトリの業務は、特定
の専門家に依存しつつある。

2. 持続可能にするために: 
実務や研修を通して自らの
キャリアを構築し、発展さ
せることのできる専門家集
団が必要。

3. しかし、リポジトリ全体の
予算がそう多くない中で、
魅力的なキャリアパスをど
う構築すればよいだろう
か？
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名称はどうする？:
• データライブラリアン
• データキュレーター
• データアーキビスト
• データサイエンティスト
• データエンジニア
• …



ご参考
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Data Librarianの条件
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doi: 10.5195/jmla.2018.306

• タイトル：
Defining data librarianship:
a survey of competencies, skills, 
and training

• 掲載誌：
Journal of the Medical Library 
Association

• 著者：Lisa Federer (NIH Library)



Data Librarianにとって最も重要な
能力・スキル・資格（学歴）は？
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•トップ５
•Developing relationships with researchers, 
faculty, etc.
•Oral communication and presentation skills
•Teamwork and interpersonal skills
•Written communication skills
•One-on-one consultation or instruction


